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12月定例会

令和４年12月定例会は11月28日から12月16日までの19日間の会期で開
催しました。
本定例会では市長から提案された議案31件と議会から提案した附帯決議案１

件を審議しました。いずれも原案のとおり可決しました。（採決の結果は4ページ
に記載）
上程された議案は、３つの常任委員会に付託され、審査しました。その内容は

次のとおりです。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
つ
つ
が
な
く
新
し
い
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
の
時
代
に
な
り
４
年
間
、
幸
い
に
も
市
内
に
お
い
て
は

大
き
な
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
３
年
目
と
な
る
コ
ロ
ナ
禍
で
は
行
動
制
限
こ
そ
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
流
行
に
よ
り
一
昨
年
以

上
に
感
染
が
拡
大
し
、
加
え
て
物
価
高
や
円
安
が
進
行
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
生
活
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
が
顕

著
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
の
12
月
議
会
ま
で
に
、
子
育
て
世
帯
へ
の
生
活
支
援

特
別
給
付
金
や
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
な
ど
、
可
決
・
承
認
い
た
し
ま
し
た
コ
ロ
ナ

対
策
予
算
等
は
、
令
和
４
年
度
だ
け
で
も
約
18
億
５
，
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
安
全
安
心
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
コ
ロ

ナ
禍
及
び
物
価
高
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
５
年
度
に
は
、
綾
部
市
の
新
た
な
賑
わ
い
の
拠
点
と
な
り
ま
す
駅
北
の
複

合
施
設
の
完
成
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等
が
反
映

さ
れ
た
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
や
新
図
書
館
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
を
有
し
た
地
域

交
流
拠
点
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
市
民
の
笑
顔
や
幸

せ
が
生
ま
れ
る
拠
点
施
設
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
で
は
、
社
会
全
体
が
時
代
の
転
換
期
を
迎
え
る
中
に
お
い
て
、
そ
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
責
任
あ
る
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
、
時
代
に
あ
っ
た
広
報
広
聴

や
効
率
的
な
議
会
運
営
、
議
員
力
の
向
上
な
ど
議
会
活
性
化
の
取
組
を
通
じ
、
議
員
一
人

一
人
が
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や
思
い
を
提
案
に
変
え
、
市
政
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
は
癸
卯
（
み
ず
の
と
う
）
の
年
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
や
我
慢
が
花
開
き
、

実
り
始
め
る
年
と
の
こ
と
で
す
。
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す

よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

総務教育建設委員会 綾部市過疎地域持続的発展計画の策定へ
●実施すべき施策等について計画を

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置
法の規定に基づいて、綾部市過疎地域持続的発展
計画を定めるため、議会の議決を得ようとするも
ので、地域の持続的発展の基本方針や基本目標、計
画期間、実施すべき施策等について定めるものであ
る。この計画を策定することにより、国庫補助金の
補助率のかさ上げや、過疎対策事業債の借り入れな
どが可能になるとの説明がありました。
質疑の中で、「その他地域の持続的発展に関し必

要な事項の計画に、『スマートシティ推進事業　民
間事業者等と共同によるまちづくりの推進』と記載

されているが、具体的な民間事業者等との連携の
話があるのか」との質問に対し、「現在、スマートシ
ティ、デジタル技術の推進に取り組む民間事業者数
社から提案を受けている。綾部市の課題とデジタル
技術を活用した解決策がマッチした事業について、
推進を図っていきたい」との答弁がありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で可決と

なりました。
　
その他、17議案について審査を行い、採決の結

果、全員賛成で可決となりました。

議　長
種 清 喜 之

副議長
松 本 幸 子



3

Digest

産業厚生環境委員会
下水道使用料の改定に係る条例改正案に
附帯決議を付けて可決

●下水道使用料が改定されます
下水道事業会計への一般会計からの繰出金が毎

年10億円近くにのぼり非常に厳しい経営状況を改
善するため、令和2年度の上下水道審議会において
現行の使用料月額20㎥当たり2,500円（税抜）を
3,000円とする答申を受けました。しかし、新型コ
ロナウイルス感染症による市民生活等への影響を
踏まえ2年間にわたり改定を見送ってきましたが、
令和5年度から使用料の改定を行おうとするもの
です。
質疑の中で、「コロナウイルス感染症の影響によ

る2年間の見送りは理解するが、物価高騰により現
在も市民生活は大変であり、このことに対する市の
認識は」との質問に対し、「現在は、新たな行動制限
がなく社会経済活動に及ぼす影響も和らいできて
いる反面、物価の高騰等市民生活に与える影響は大
きいと考えるが、下水道事業は地方公営企業であ
り、独立採算制を原則としていることから、これ以
上使用料の据置きを続けると、地方公営企業として
立ち行かなくなる。また、一般会計からの多額の繰
入れに頼らざるを得ない状況は市の財政を大きく
圧迫することから、使用者の皆様方にはご負担をお
かけすることになるが使用料改定に踏み切らざる
を得ない状況である」との答弁がありました。
意見として、「下水道使用料の据置きを決めた2

年前よりも市民生活は一層厳しくなっている中で
の値上げは容認できない。子育て世帯や単身世帯な
どその影響に応じて市民負担軽減のための適切な
対策を講じること」とありました。

下水道使用料の改定に係る条例改正の3議案に
ついては、附帯決議を付けて賛成多数で可決となり
ました。

●綾部市里山交流研修センターが来年度オープン
に向け建設中
綾部市里山交流研修センターが、来年度リニュー

アルオープンされることに伴い、設置目的や使用料
等の規定について条例改正を行おうとするもので
す。
質疑の中で、「宿泊した際の食事料金は別なのか」

との質問に対し、「食事料金は別途設けることとし
ている」との答弁があり、また、「現在途絶えている
施設での都市農村交流事業を継続する考えは」との
質問に対し、「交流事業に対し、従前以上に支援を
していきたいと考えている」との答弁がありまし
た。
意見として、「施設完成後の運営にあたっては、

新たな施設での運営であることに鑑み、NPO法人
里山ねっとに指定管理業務委託するのではなく、運
営が円滑に出来るようになるまでは、市の職員を
配置し直営で維持管理業務を行うこと」とありまし
た。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。

その他1議案について審査を行い、採決の結果、
全員賛成で可決となりました。

　日曜議会の見直しについて
　毎年3月定例会に開催している日曜議会（代表質問）は、令和5年3月定例会から平日(3月7日火曜日）
に開催することになりました。
　なお、本会議はインターネットでライブ中継や録画映像をご覧いただけますので是非ご視聴ください。

予算決算委員会 市民の安全・安心を推進する予算を追加
●令和4年度一般会計補正予算（第7号）

新型コロナウイルス感染症対策の推進を図ると
ともに、原油価格・物価高騰の影響を受けている
市民や医療機関に加え、介護・障害福祉サービス、
保育等の安定的な提供を継続している社会福祉施
設等への支援のほか、社会福祉法人が行う防災・
減災対策への支援など総額 4億 2,890 万円の追加
予算を計上するものです。
意見として、「生活困窮者緊急支援事業について、

相談や物資支給の実施に際して支援を必要とする
人に情報が届くよう周知を徹底するとともに、業
務量の増える社会福祉協議会に対し体制支援等を

検討されたい」とありました。
＜主な事業＞
・綾部にエール！事業費
・社会福祉施設等電気代高騰対策応援事業費
・医療機関エネルギー価格高騰対策事業費
・マイナンバーカード取得促進事業費

その他、特別会計 3件と公営企業会計 3件を審
査しました。
採決の結果、7議案とも全員賛成で可決となり

ました。
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選挙管理委員会委員及び補充員当選人

同意した人事案件 ●教育委員会委員の選任　 小　南　直　美さん（青野町）＝再

●選挙管理委員会委員
　中　田　誠　治さん（上野町）＝再
　吉　﨑　　　進さん（上杉町）＝再
　髙　橋　秀　文さん（忠　町）＝再
　梅　原　靜　代さん（小呂町）＝新

●選挙管理委員会委員補充員
　前　田　拓　己さん（志賀郷町）＝再
　德　丸　聡　子さん（岡　町）＝再
　黒　田　美　鈴さん（小西町）＝新
　渋　沢　ますみさん（睦寄町）＝新
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健
全
な
財
政
運
営
と
市
民
へ
の
配
慮
を

下
水
道
事
業
は
公
営
企
業
会
計
と
し
て
、
条

件
が
厳
し
い
地
方
ま
で
独
立
採
算
の
原
則
を
求

め
る
国
の
制
度
自
体
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
そ
の
下
で
運
営
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
。
使

用
料
改
定
を
こ
れ
以
上
遅
ら
せ
れ
ば
、
一
般
財

源
へ
の
影
響
は
深
刻
で
値
上
げ
の
効
果
は
小
さ

く
な
る
。
こ
れ
以
上
の
先
延
ば
し
は
適
切
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
、
市
財
政
の
全
体
的
な
健
全

性
維
持
の
た
め
、
今
回
の
料
金
値
上
げ
の
改
定

は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
判
断
し
、
附
帯
決
議

を
付
し
賛
同
す
る
。

今
後
、
市
民
経
済
が
著
し
く
悪
化
し
た
場
合

は
、
子
育
て
世
帯
や
障
害
者
・
高
齢
者
世
帯
、
生

活
困
窮
世
帯
な
ど
そ
の
影
響
に
応
じ
て
市
民
負

担
軽
減
の
た
め
、
料
金
の
減
免
制
度
な
ど
の
適

切
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

賛成 みらいのあやべ
中　島　祐　子

論討
深
刻
な
経
営
状
況
の
中
で
苦
渋
の
決
断

本
市
の
公
共
下
水
道
事
業
は
由
良
川
右
岸
整

備
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
お
り
、汚
水
処
理
人
口

普
及
率
は
85
・
６
％
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
て
き

た
が
、
近
隣
市
と
比
べ
る
と
13
ポ
イ
ン
ト
近
く

低
い
普
及
率
で
あ
り
、整
備
の
遅
れ
を
取
り
戻
す

た
め
急
速
に
事
業
を
進
め
、
市
民
生
活
に
寄
与

さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
、
施
設
の
更
新
や
防
災
対

策
な
ど
が
必
要
に
な
る
。
下
水
道
事
業
会
計
の

起
債
残
高
は
１
４
２
億
円
ま
で
膨
ら
み
、
一
般

会
計
か
ら
市
税
収
入
の
４
分
の
１
に
相
当
す
る

10
億
円
規
模
の
繰
入
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

深
刻
な
経
営
状
況
に
陥
っ
て
い
る
。
将
来
、
次
の

世
代
に
つ
け
を
ま
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
市

民
の
皆
様
に
は
大
変
な
負
担
を
お
か
け
す
る
が
、

我
々
も
附
帯
決
議
を
付
し
て
賛
同
す
る
も
の
で
、

今
回
の
値
上
げ
は
苦
渋
の
決
断
と
ご
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
。

創政会
高　橋　　　輝

賛成

◆あやべ市議会だより第139号に誤りがありました。
７ページ（反対討論本文11行目）（誤）開放　→　（正）解放　お詫びして訂正いたします。
◆あやべ市議会だより第139号に誤りがありました。
７ページ（反対討論本文11行目）（誤）開放　→　（正）解放　お詫びして訂正いたします。

令和5年3月定例会の日程予定
3月定例会は、2月27日から3月24日までの26日間の会期で予定しています。

2月27日（月）　本会議（議案上程）

3月  6日（月）　請願受理締切り（正午）

　　 7日（火）　一般(代表)質問

　　 8日（水）　一般質問

　　 9日（木）　一般質問

10日（金）　総務教育建設委員会

13日（月）　産業厚生環境委員会

14日（火）　予算決算委員会（総括質疑）

15日（水）～22日（水）予算決算委員会（予算審査）

24日（金）　本会議（採決）

議第９３号議第９３号
綾部市下水道条例の一部改正について
議第９４号議第９４号
綾部市農業集落排水施設条例の
一部改正について
議第９５号議第９５号
綾部市特定地域生活排水処理事業条例の
一部改正について

反対
下
水
道
料
金
値
上
げ
を
見
送
る
べ
き

令
和
２
年
度
の
上
下
水
道
審
議
会
で「
２
割
程

度
の
料
金
改
定
が
必
要
」と
し
つ
つ
も
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
市
民
生
活
の
影
響
を
考
慮
し
、
２
年
間
、

改
定
を
見
送
っ
て
き
た
。

今
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
凄
ま
じ
い
物
価
高
が

続
い
て
お
り
、
市
民
生
活
は
、
２
年
前
よ
り
厳
し

い
。
こ
の
時
期
に
料
金
引
き
上
げ
を
す
べ
き
で
な

い
。「低

所
得
者
や
子
育
て
世
代
、
障
が
い
者
な
ど

に
配
慮
を
行
う
こ
と
」と
附
帯
決
議
さ
れ
た
こ
と

は
当
然
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
は
、「
住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
」役
割
を
果
た
す
べ
き
。

ま
た
、
平
成
30
年
に
綾
部
市
議
会
に
お
い
て

「
下
水
道
施
設
の
改
築
に
係
る
国
庫
補
助
金
の
継

続
に
関
す
る
意
見
書
」
を
国
に
提
出
し
て
い
る

が
、
国
の
負
担
を
求
め
る
べ
き
。

日本共産党
吉　崎　篤　子



6

市政を問う
一 般 質 問

　12月６日から８日までの３日間にわたって15人の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

QR コードを読み取ると、一般質問の録画映像がご覧いただけます。お使いの携帯電話に QR コード読み取り機能がある場合、

記事内の QR コードを読み取るだけで URL が表示されます。ホームページから検索しなくても手軽にアクセスできます。

※操作方法は、お使いの機種によって異なりますので取扱い説明書等でご確認ください。

QRコードからアクセス

Ｑ　

平
成
26
年
度

か
ら
小
中
一
貫

教
育
構
想
「
あ

い
紡
ぎ
プ
ラ

ン
」
が
ス
タ
ー

ト
し
、
８
年
が

経
過
し
た
。
小

中
一
貫
教
育
が

徐
々
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
取
組
の
中
で
、
各
中
学
校
ブ
ロ
ッ
ク

で
の
特
色
あ
る
取
組
事
例
や
施
設
一
体
型
と
分

離
型
で
の
取
組
の
違
い
な
ど
、
現
状
は
。

Ａ　

施
設
一
体
型
で
は
、
合
同
研
修
会
の
実
施
や

中
学
校
の
英
語
、
音
楽
等
の
教
科
担
当
教
員
が

小
学
校
で
専
門
性
を
活
か
し
た
指
導
を
行
っ
て

い
る
。
分
離
型
で
は
、
授
業
改
善
や
生
徒
指
導

の
情
報
交
換
を
行
い
、
指
導
方
法
と
指
導
体
制

の
継
続
と
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
目
指
す
と
こ

ろ
は
同
じ
で
あ
り
、
教
育
目
標
を
定
め
特
色
あ

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　

小
中
一
貫
教
育
で
９
年
間
を
一
つ
の
サ
イ
ク

ル
と
し
て
捉
え
、
児
童
生
徒
に
一
体
的
な
学
び

を
提
供
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
小

中
一
貫
教
育
構
想
の
中
で
、
本
市
の
児
童
生
徒

に
生
き
る
力
や
確
か
な
学
び
を
得
て
も
ら
い
た

い
。
小
中
一
貫
教
育
を
通
し
て
目
指
す
綾
部
の

子
ど
も
像
に
つ
い
て
の
教
育
長
の
考
え
は
。

Ａ　

９
年
間
を
見
通
し
た
指
導
や
連
続
性
、
継
続

性
を
重
視
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
軸
と
し
た
ふ

る
さ
と
教
育
、
国
際
理
解
教
育
に
積
極
的
に
取

り
組
む
中
で
家
庭
、
地
域
と
の
結
び
つ
き
を
一

層
深
め
、
ふ
る
さ
と
綾
部
を
誇
り
に
思
う
、
そ

ん
な
子
ど
も
達
を
育
成
し
て
い
き
た
い
。

民政会　　片　岡　英　晃 小中一貫教育の現状は

Ｑ　

平
成
29
年
３

月
末
に
中
筋
商

工
繁
栄
会
が

解
散
さ
れ
、
26

基
あ
っ
た
街
路

灯
が
撤
去
さ
れ

た
。
そ
れ
以
後
、

府
道
沿
い
に
は

何
基
か
設
置
さ
れ
た
も
の
の
岡
町
か
ら
高
津
町

ま
で
は
暗
く
、
高
津
駅
を
利
用
し
て
帰
宅
す
る

綾
高
生
達
か
ら
も
設
置
要
望
の
声
を
聞
く
。
各

自
治
会
に
も
ご
努
力
い
た
だ
き
、
市
側
に
も
設

置
配
慮
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

Ａ　

そ
の
区
間
の
府
道
沿
線
に
は
現
在
、
交
通
安

全
灯
が
13
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。
各
自
治
会
が

交
通
安
全
灯
設
置
費
補
助
金
を
活
用
し
て
設
置

さ
れ
て
い
る
。
電
柱
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
を
設
置
す
る

場
合
、
１
基
当
た
り
５
，
０
０
０
円
の
補
助
額

で
あ
り
、
今
年
度
の
予
算
に
は
ま
だ
余
裕
が
あ

る
の
で
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ　

高
津
駅
は
60
年
ほ
ど
昔
に
建
設
さ
れ
、
当
時

と
変
わ
ら
ぬ
た
た
ず
ま
い
で
あ
る
。
駅
舎
や

ホ
ー
ム
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
管
轄
な
の
で
動
か
し

よ
う
が
な
い
が
、
朝
夕
一
定
の
利
用
客
も
あ
る

の
で
、
ト
イ
レ
の
設
置
と
駐
輪
場
の
整
備
が
必

要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

ト
イ
レ
は
、
Ｊ
Ｒ
の
各
駅
で
も
利
用
客
の
少

な
い
駅
は
廃
止
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
維
持
管

理
や
防
犯
対
策
、
安
全
管
理
に
も
細
心
の
注
意

が
必
要
で
あ
り
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
駐
輪
場
は
地
元
自
治
会
か
ら
も
整
備
の
要

望
が
あ
り
、
今
後
他
の
改
修
等
と
合
わ
せ
関
係

部
署
と
連
携
し
て
調
整
を
し
て
い
く
。

創政会　　松　本　幸　子 中筋地区の安心・安全を問う
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一般質問

Ｑ　

市
内
の
全
小

中
学
校
の
児
童

生
徒
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が

配
布
さ
れ
て
１

年
８
か
月
が
経

過
し
た
が
、
端

末
の
故
障
台
数

や
修
理
の
対
応
、
保
険
加
入
の
状
況
は
。

Ａ　

配
布
後
の
機
器
の
不
具
合
や
故
障
は
30
件
。

故
障
時
は
予
備
機
を
代
替
機
と
し
て
配
布
し
、

現
段
階
で
は
修
理
を
行
っ
て
い
な
い
。
保
険
は

メ
ー
カ
ー
の
保
証
サ
ー
ビ
ス
が
最
長
４
年
と
短

い
た
め
加
入
は
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

端
末
を
利
用
し
た
情
報
伝
達
等
と
し
て
、
学

級
新
聞
や
学
校
だ
よ
り
の
閲
覧
が
出
来
る
よ
う

に
な
れ
ば
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
現
在
の
状
況
は
。

Ａ　

学
級
新
聞
の
作
成
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
ポ

ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
作
成
を
し
て
校
内
に
掲
示

し
て
い
る
。
学
校
だ
よ
り
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
る
学
校
も
あ
る
。
学
級
通
信
な
ど
保

護
者
に
情
報
提
供
が
必
要
な
文
書
等
は
端
末
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
学
校
と
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

多
く
の
自
治
体
の
学
校
で
親
子
タ
ブ
レ
ッ
ト

教
室
や
親
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
が
行
わ
れ

て
い
る
。
親
子
で
デ
ジ
タ
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
は
有
意
義
と
感
じ
る
が
、
本
市
で
の
実
施
の

考
え
は
。

Ａ　

児
童
が
初
め
て
端
末
を
持
ち
帰
る
前
な
ど
に

児
童
と
保
護
者
が
操
作
方
法
や
情
報
モ
ラ
ル
を

学
ぶ
こ
と
は
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
。
手
法
等

に
つ
い
て
今
後
、
調
査
や
研
究
を
し
た
い
。

民政会　　酒　井　裕　史 タブレット端末の使用等の状況は

Ｑ　

こ
の
２
年
間

コ
ロ
ナ
の
影
響

を
受
け
、
サ
ロ

ン
活
動
が
休
止

状
態
に
な
っ
て

い
る
。
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
と
高
齢
者
が

集
い
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
も
で
き
る
サ
ロ
ン
活
動
は
、
高
齢
者
に
と
っ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
交
流
の
場
。
サ
ロ
ン
活

動
を
再
開
さ
せ
る
た
め
の
支
援
策
は
。

Ａ　

社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

が
サ
ロ
ン
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
や
利
用
者
と
顔
の
見

え
る
関
係
を
つ
く
り
な
が
ら
運
営
等
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
困
り
ご
と
の
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
相
談

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
の
派
遣
や
フ

レ
イ
ル
予
防
啓
発
の
た
め
の
出
前
講
座
も
実
施
し

て
い
る
。

Ｑ　

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
で
高

齢
者
の
交
通
事
故
が
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
市

内
で
も
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発

生
し
た
と
こ
ろ
。
免
許
返
納
後
の
生
活
を
考
え

る
と
、
病
院
や
買
い
物
な
ど
、
身
近
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
人
が
な
い
と
高
齢
に
な
っ
て
も

ギ
リ
ギ
リ
ま
で
車
を
手
放
せ
な
い
現
状
が
あ

る
。
運
転
免
許
証
返
納
後
の
支
援
策
は
。

Ａ　

平
成
29
年
を
ピ
ー
ク
に
返
納
件
数
は
減
少
傾

向
に
あ
る
。
運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
方
に

は
、
申
請
に
基
づ
い
て
３
，
０
０
０
円
分
の
あ

や
バ
ス
回
数
券
、
若
し
く
は
１
か
月
分
の
健
康

長
寿
定
期
券
を
発
行
し
て
い
る
。

みらいのあやべ　　河　北　ひさ子 高齢者問題解決へ支援の強化を

下水道料金改定の影響を問う

Ｑ　

公
共
下
水
道
・

農
業
集
落
排
水
・

合
併
浄
化
槽
の

使
用
料
２
割
引

き
上
げ
の
改
定

に
至
っ
た
経
過

と
今
後
は
使
用

料
の
値
上
げ
は

な
い
の
か
。

Ａ　

令
和
２
年
度
の
上
下
水
道
審
議
会
に
お
い

て
、
現
行
の
使
用
料
を
２
割
引
き
上
げ
る
こ
と

が
適
切
と
の
答
申
を
受
け
た
。
ま
た
、
５
年
ご

と
に
経
営
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
見
直
し
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

こ
の
２
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
燃
料
・

物
価
高
騰
に
伴
う
あ
ら
ゆ
る
品
目
の
値
上
げ
で

「
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
る
の
を
我
慢
し
た
」「
買
い

物
の
品
数
が
減
っ
た
」
な
ど
市
民
の
生
活
は
大

変
厳
し
く
、
さ
ら
に
物
価
高
騰
は
来
年
も
続
く

見
込
み
で
あ
り
、
今
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
な

ぜ
値
上
げ
を
す
る
の
か
。

Ａ　

令
和
３
年
度
、
４
年
度
に
つ
い
て
は
、
市
民

生
活
や
社
会
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け

た
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、
改
定
実
施
を
２

年
間
見
送
っ
て
き
た
。
毎
年
、
一
般
会
計
か
ら

10
億
円
規
模
の
多
額
の
繰
り
入
れ
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
経
営
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
。

Ｑ　

京
都
府
に
お
い
て
下
水
道
事
業
の
広
域
化
に

関
す
る
計
画
の
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

市
の
対
応
は
い
か
が
か
。

Ａ　

府
の
広
域
化
・
共
同
化
計
画
を
注
視
し
な
が

ら
、
府
や
他
市
と
の
連
携
を
図
り
、
持
続
可
能

な
下
水
道
事
業
の
運
営
に
努
め
て
い
く
。

日本共産党　　吉　崎　篤　子
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一般質問

Ｑ　

原
子
力
災
害

時
の
防
護
服
は

要
員
分
を
一
定

確
保
と
い
う
こ

と
だ
が
、
個
人

線
量
計
は
業
務

に
携
わ
る
市
の

職
員
分
は
確
保

し
て
あ
る
の
か
。

Ａ　

個
人
線
量
計
に
つ
い
て
は
、
51
台
確
保
し
て

お
り
、
要
員
す
べ
て
の
数
は
な
い
が
、
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
国
・
府
に
要
望
を
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ　

人
類
と
原
発
は
共
存
で
き
ず
、
政
府
の
原
発

最
大
限
活
用
に
つ
い
て
は
反
対
だ
。
市
と
し

て
、
避
難
計
画
に
実
効
性
が
な
け
れ
ば
原
発
は

動
か
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
や
、
平
成
23
年
７

月
１
日
に
可
決
し
た
意
見
書
に
軸
足
を
置
い

て
、
国
や
京
都
府
に
も
の
言
う
べ
き
で
は
。

Ａ　

再
稼
働
の
際
の
同
意
権
や
安
全
対
策
と
避
難

計
画
を
セ
ッ
ト
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
、
制
度

の
構
築
を
提
案
し
て
お
り
、
今
後
も
国
等
へ
要

望
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

都
市
公
園
や
児
童
遊
園
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る

屋
外
で
利
用
可
能
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー

ト
の
施
設
数
は
。

Ａ　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
設
備
を
設
置
し
て
い

る
都
市
公
園
や
児
童
遊
園
は
な
い
。

Ｑ　

今
後
整
備
し
て
い
く
考
え
は
。

Ａ　

現
在
、
整
備
の
計
画
は
な
い
が
、
都
市
公
園

に
関
し
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
公
園

整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
利
用
者
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
聞
く
場
と
し
て
、
申
出
が
あ
れ
ば

懇
談
な
ど
も
実
施
し
た
い
。

日本共産党　　塚　﨑　泰　史 原発、スポーツ振興について問う

Ｑ　

空
き
家
が
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
、

空
き
地
に
は
草

や
樹
木
が
生
い

茂
る
な
ど
大
変

困
っ
て
い
る
。

地
主
さ
ん
に
草

刈
り
な
ど
の
管

理
を
お
願
い
し
た
ら
逆
切
れ
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
も
。
家
を
建
て
た
い
が
土
地
が
な
い
と
い
う
相

談
も
受
け
る
中
で
、
何
か
有
効
活
用
で
き
な
い

か
。
ま
た
放
棄
さ
れ
て
い
る
空
き
家
の
管
理
状
況

は
。

Ａ　

今
年
度
か
ら
市
内
の
宅
建
事
業
者
と
連
携
し

て
空
き
家
の
調
査
を
行
い
、
売
買
や
賃
貸
を
希

望
す
る
所
有
者
に
対
し
て
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
を
促
す
取
組
を
始
め
た
。
放
棄
さ
れ
て
い
る

空
き
家
に
つ
い
て
は
、
空
き
家
特
別
措
置
法
に

基
づ
い
て
85
件
の
空
き
家
を
対
象
に
、
所
有
者

で
適
正
に
管
理
し
て
い
た
だ
く
よ
う
指
導
等
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ｑ　

空
き
家
や
空
き
地
は
こ
れ
か
ら
激
増
す
る
。

活
用
次
第
で
は
大
き
な
財
産
に
も
な
り
得
る
。

京
都
市
で
は
、
空
き
家
の
活
用
や
適
正
管
理
等

に
関
す
る
条
例
を
制
定
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で

も
同
様
の
条
例
を
制
定
し
、
空
き
家
対
策
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

本
市
で
は
、
綾
部
市
空
家
等
対
策
の
推
進
に

関
す
る
条
例
を
施
行
し
対
応
し
て
い
る
。
国
で

は
空
き
家
再
生
の
対
策
強
化
を
図
る
た
め
法
改

正
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
本
市
も
こ
の
法
改
正

や
先
進
事
例
を
参
考
に
、
条
例
の
充
実
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

創政会　　高　橋　　　輝 空き家と空き地の活用は

創政会　　渡　辺　弘　造 民生児童・主任児童委員を問う

Ｑ　

今
年
度
は
、
民

生
・
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員

の
改
選
年
に
あ

た
り
新
任
・
再

任
の
方
が
決
定

し
、
12
月
１
日
か

ら
３
年
間
の
任

期
を
お
世
話
に
な
る
。
今
回
の
改
選
の
状
況
は
。

Ａ　

12
月
２
日
に
辞
令
伝
達
式
を
行
い
、
定
数

１
３
２
名
の
内
１
２
８
名
の
方
に
委
嘱
し
た
。
残

り
４
名
の
方
は
、
現
在
、
京
都
府
に
推
薦
を
済
ま

せ
て
お
り
、
欠
員
は
解
消
さ
れ
る
。

Ｑ　

今
回
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
影
響
で
選

任
に
苦
労
さ
れ
た
地
域
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る

が
、
定
数
の
根
拠
は
。

Ａ　

民
生
・
児
童
委
員
の
定
数
は
世
帯
数
を
基
準

に
、
主
任
児
童
委
員
の
定
数
は
法
定
単
位
民
児

協
の
民
生
・
児
童
委
員
の
定
数
を
基
準
に
、
京

都
府
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

本
市
に
お
け
る
選
任
方
法
と
し
て
、
民
生
・

児
童
委
員
を
自
治
会
長
に
、
主
任
児
童
委
員
を

連
長
に
お
願
い
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
等
で
選

任
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
地
域
が
増
え
て
い

る
。
定
数
を
減
ら
す
こ
と
は
、
委
員
の
負
担
増
に

も
つ
な
が
る
が
、
今
後
定
数
の
削
減
の
考
え
は
。

Ａ　

次
回
の
改
選
に
向
け
て
、
候
補
者
の
選
任
を

含
め
、
委
員
が
活
動
し
や
す
く
な
る
た
め
の
担

当
地
区
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
各
地
区
自
治
会

連
合
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
に
お
い
て
検

討
し
て
い
た
だ
き
、
見
直
し
が
必
要
と
な
れ
ば

京
都
府
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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Ｑ　

市
が
過
疎
地

域
の
指
定
を
受

け
て
策
定
す
る

綾
部
市
過
疎
地

域
持
続
的
発
展

計
画(

案)

の

概
要
は
。

Ａ　

第
６
次
綾
部

市
総
合
計
画
や
第
２
期
の
綾
部
市
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
基
本
に
、
令
和
４
年

度
か
ら
７
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
計
画
と
し
て

策
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

綾
部
市
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
（
案
）

に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
さ
れ

た
が
、
そ
の
結
果
と
内
容
は
。

Ａ　

１
団
体
３
名
の
方
々
か
ら
24
件
の
ご
意
見
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
中
で
森
林
の
経
営
管
理
権

に
記
述
の
明
文
化
が
必
要
と
い
う
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
計
画
に
反
映
し
た
。

Ｑ　

綾
部
市
は
、
利
息
を
含
む
返
済
額
の
７
割
を

地
方
交
付
税
で
支
援
す
る
過
疎
債
の
発
行
が
認

め
ら
れ
、
事
業
の
財
源
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
過
疎
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
新

規
に
取
り
組
む
事
業
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
の
か
。

Ａ　

第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
を
は
じ
め
、
市
長

選
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
事
業
で
、
新
婚

生
活
支
援
事
業
、
子
ど
も
発
達
支
援
事
業
、
綾

部
環
状
道
路
整
備
促
進
事
業
、
西
部
分
遣
所
・

西
部
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進
事
業
の
ほ
か
、
特
定
事
業
者
を

対
象
と
し
た
固
定
資
産
税
の
減
免
制
度
な
ど
、

衣
、
職
、
住
、
教
育
・
情
報
発
信
の
各
分
野
に

わ
た
る
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

民政会　　本　田　文　夫 過疎地域持続的計画について問う

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
同
時
流
行
で

深
刻
な
事
態
に

な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
診

療
は
可
能
な
限
り
対
面
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
原

則
と
考
え
る
が
、
土
曜
日
の
午
後
や
日
曜
日
の

発
熱
外
来
の
対
応
が
な
く
困
っ
た
と
い
う
声
が

あ
る
。
診
療
体
制
の
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　

市
立
病
院
で
の
平
日
の
時
間
外
、
土
曜
・
日

曜
及
び
祝
日
は
、
発
熱
外
来
と
し
て
の
診
療
は

な
い
が
、
緊
急
の
場
合
は
救
急
診
療
で
対
応
し

て
い
る
。
事
前
に
電
話
連
絡
の
上
来
院
い
た
だ

き
、
発
熱
の
場
合
は
、
発
熱
外
来
相
当
の
対
応

を
行
っ
て
い
る
。
検
査
は
24
時
間
体
制
で
実
施

で
き
る
。

Ｑ　

京
丹
後
市
で
は
医
療
機
関
の
発
熱
外
来
が
逼

迫
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
、
市
内
の
薬
局
で

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
事
前
に
購
入
す
る
費
用
の

半
額
を
補
助
す
る
。
１
検
査
キ
ッ
ト
当
た
り
の

価
格
の
２
分
の
１
を
検
査
２
回
分
ま
で
支
援
し

て
い
る
が
、
本
市
で
実
施
の
考
え
は
。

Ａ　

現
段
階
で
検
査
キ
ッ
ト
の
購
入
補
助
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。
濃
厚
接
触
者
の
待
機

期
間
は
感
染
者
と
の
最
終
接
触
日
か
ら
５
日

間
で
、
２
日
目
及
び
３
日
目
の
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
を
用
い
た
検
査
が
陰
性
で
あ
れ
ば
、
３
日
目

か
ら
外
出
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
場
合
の
検
査

キ
ッ
ト
は
、
御
自
身
で
用
意
い
た
だ
く
こ
と
に

な
る
が
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

日本共産党　　井　田　佳代子 市立病院の土日発熱外来対応は

Ｑ　

ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
人

の
総
数
は
、
内

閣
府
の
調
査
で

15
歳
か
ら
64
歳

ま
で
で
、
推
計

１
１
５
万
人
と

発
表
さ
れ
、
お

よ
そ
１
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で
ひ
き
こ
も
り

状
態
の
方
が
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
本
市
の
ひ
き
こ
も
り
相
談
の
現
状
は
。

Ａ　

相
談
窓
口
と
し
て
、
京
都
府
が
福
知
山
市
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
委
託
し
実
施
す

る
「
チ
ー
ム
絆
」
の
相
談
事
業
に
お
い
て
、
綾

部
市
役
所
の
会
議
室
で
毎
月
出
張
相
談
を
実
施

し
て
い
る
。
同
法
人
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
相

談
さ
れ
た
綾
部
市
民
は
令
和
３
年
度
で
実
人
数

15
人
で
、
相
談
回
数
は
71
回
。

Ｑ　

厚
生
労
働
省
の
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
居
場
所
の
活
用
も
重
要

と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
で
の
取
組
状
況
は
。

Ａ　

コ
ロ
ナ
禍
で
計
画
ど
お
り
の
開
催
は
現
在
で

き
て
い
な
い
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
居
場
所

づ
く
り
事
業
と
し
て
実
施
す
る
夜
カ
レ
ー
や
わ

け
わ
け
隊
な
ど
の
活
動
と
連
携
し
た
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

８
０
５
０
問
題
等
、
一
つ
の
世
帯
に
複
数
の

課
題
が
あ
り
相
談
内
容
も
複
雑
化
す
る
中
で
、

今
後
の
支
援
の
方
向
性
は
。

Ａ　

分
野
を
超
え
て
協
働
し
、
支
援
の
可
能
性
を

広
げ
る
た
め
、
庁
内
の
体
制
整
備
と
関
係
機
関

等
と
の
調
整
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
が
実
施
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

創政会　　後　藤　　　光 ひきこもり支援について問う
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Ｑ　

中
小
企
業
は

地
域
の
経
済
や

雇
用
を
支
え
る

大
黒
柱
で
あ
る

が
、
市
内
中
小

企
業
の
経
営
者

の
中
に
は
、
後

継
者
が
見
つ
か

ら
な
い
こ
と
で
、
黒
字
で
も
廃
業
を
考
え
て
い

る
方
も
お
ら
れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。
市
内
中
小

企
業
に
お
け
る
後
継
者
不
在
率
は
。

Ａ　

昨
年
の
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
動
向
調
査
で

は
、
後
継
者
が
い
な
い
、
ま
た
は
未
定
と
い
う

後
継
者
不
在
企
業
の
割
合
は
、
全
国
で
は
61
・

５
％
、
京
都
府
で
は
62
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

市
町
村
ご
と
の
デ
ー
タ
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い

が
、
綾
部
市
の
状
況
も
京
都
府
と
同
様
の
状
況

で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。

Ｑ　

本
市
の
経
済
を
長
年
支
え
て
い
た
だ
い
た

中
小
企
業
経
営
者
の
多
く
は
、
こ
れ
ま
で
消
防

団
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
活
動
な
ど
地
域
の
主
役

と
し
て
様
々
な
活
動
を
や
っ
て
こ
ら
れ
た
方
が

多
い
。
後
継
者
不
在
に
よ
る
廃
業
は
、
た
だ
単

に
事
業
所
が
減
っ
て
い
く
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、

地
域
力
の
大
幅
な
低
下
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

事
業
承
継
の
更
な
る
支
援
が
必
要
で
は
な
い

か
。

Ａ　

事
業
承
継
は
、
経
営
者
へ
の
事
務
的
な
負
担

が
大
き
く
、
専
門
家
の
伴
走
支
援
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
綾
部
商
工
会
議
所
や
金
融

機
関
等
と
連
携
し
、
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
に
事

業
承
継
ブ
ー
ス
を
設
置
す
る
な
ど
、
専
門
家
の

伴
走
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
指
し
た
情
報

提
供
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

創政会　　梅　原　哲　史 廃業に備えた事業承継の取組は

Ｑ　

来
年
度
か
ら

下
水
道
使
用
料

を
２
割
値
上
げ

す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
理

由
は
。

Ａ　

下
水
道
事
業

の
経
営
状
況
は

厳
し
く
、
令
和
２
年
度
の
審
議
会
で
概
ね
２
割

の
使
用
料
改
定
が
適
切
と
の
答
申
を
受
け
、
２

年
間
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
改
定
を
見
送
っ
た

が
、
来
年
度
よ
り
使
用
料
を
改
定
し
、
事
業
の

安
定
化
を
図
り
た
い
。

Ｑ　

審
議
会
答
申
の
時
点
で
は
予
測
で
き
な
か
っ

た
昨
年
以
降
の
原
材
料
や
物
価
高
騰
が
市
民
生

活
に
与
え
る
影
響
を
ど
の
よ
う
に
見
通
し
、
値

上
げ
を
判
断
し
た
の
か
。

Ａ　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
物
価
の
高
騰
な
ど
が

市
民
生
活
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
と
考
え

ら
れ
る
が
、
下
水
道
事
業
は
毎
年
一
般
会
計
か

ら
10
億
円
規
模
の
多
額
の
繰
入
れ
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
状
況
。
一
般
会
計
へ
の
影
響
も
大
き

く
、
市
の
財
政
を
圧
迫
す
る
た
め
、
使
用
料
改

定
に
踏
み
切
る
こ
と
と
し
た
。

Ｑ　

本
市
の
使
用
料
は
現
状
で
も
他
市
と
比
べ
て

高
い
。
低
所
得
世
帯
な
ど
生
活
の
厳
し
い
市
民

へ
の
減
免
策
の
検
討
は
。

Ａ　

下
水
道
使
用
料
改
定
で
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
の
減
額
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
低
所
得
世

帯
対
象
の
下
水
道
へ
の
接
続
支
援
制
度
の
創
設

を
新
た
に
検
討
中
。
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
ま

で
切
れ
目
な
い
支
援
体
制
の
充
実
、
高
齢
者
や

障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
な

ど
、
社
会
保
障
の
一
層
の
充
実
を
図
り
た
い
。

みらいのあやべ　 中　島　祐　子 下水道値上げ、市民生活へ配慮を

Ｑ　

寝
た
き
り
や

認
知
症
な
ど
の

高
齢
者
を
在
宅

で
介
護
し
て

お
ら
れ
る
介
護

者
向
け
に
、
介

護
者
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
が
あ

る
が
、
事
業
内
容
の
詳
細
は
。

Ａ　

介
護
を
行
う
家
族
の
身
体
的
、
精
神
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
目
的
で
実
施
し
て
い
る
。
市
民

税
非
課
税
で
、
要
介
護
３
以
上
の
方
と
し
、
介

護
用
品
支
給
事
業
の
対
象
者
に
合
わ
せ
て
い

る
。
こ
の
方
を
常
時
介
護
し
て
い
る
市
内
在
住

の
方
を
対
象
と
し
、
年
度
当
初
に
介
護
用
品
チ

ケ
ッ
ト
を
一
斉
送
付
す
る
際
に
併
せ
て
案
内
を

行
っ
て
い
る
。
利
用
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て

は
、
あ
や
べ
温
泉
利
用
券
、
ま
た
は
中
丹
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
る
映
画
と
各
公
演
の
中
か
ら

一
つ
を
選
択
し
、
鑑
賞
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

Ｑ　

生
命
保
険
に
介
護
保
険
が
あ
る
が
、
介
護
保

険
の
支
払
い
要
件
は
、
10
年
も
前
か
ら
要
介
護

２
以
上
が
主
流
に
な
っ
て
い
る
。
介
護
者
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
の
対
象
者
を
要
介
護
３
か
ら
緩

和
し
、
多
く
の
方
に
日
頃
の
疲
れ
を
癒
し
て
い

た
だ
け
る
事
業
に
。
ま
た
、
あ
や
べ
温
泉
に
限

ら
ず
本
市
に
あ
る
温
泉
な
ど
の
入
浴
施
設
で
も

使
え
る
利
用
券
に
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
か
ら
同
じ
枠
組
み
で
介
護
者
の
負

担
軽
減
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
き
た
介
護
用

品
支
援
事
業
の
基
準
に
合
わ
せ
て
い
る
。
今
後

も
こ
れ
を
基
本
に
し
た
い
。
温
泉
施
設
の
拡
大

は
今
後
検
討
し
た
い
。

公明党　　渡　辺　小百合 介護者支援事業について問う
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一般質問

会派会派のの抱負抱負
民政会民政会

安
藤
和
明

安
藤
和
明

藤
岡
康
治

藤
岡
康
治

片
岡
英
晃

片
岡
英
晃

種
清
喜
之

種
清
喜
之

本
田
文
夫

本
田
文
夫

酒
井
裕
史

酒
井
裕
史

政
策
提
案
で

　
　
　
　
飛
躍
の
年
に

日本共産党日本共産党

塚
﨑
泰
史

塚
﨑
泰
史

井
田
佳
代
子

井
田
佳
代
子

吉
崎
篤
子

吉
崎
篤
子

く
ら
し
・
平
和
を
守
り

　
多
様
性
が
輝
く
社
会
へ

創政会創政会

柳
原
秀
一

柳
原
秀
一

渡
辺
弘
造

渡
辺
弘
造

松
本
幸
子

松
本
幸
子

高
橋　

輝

高
橋　

輝

梅
原
哲
史

梅
原
哲
史

後
藤　

光　
　

後
藤　

光　
　

市
民
の
誇
り
と

　
幸
せ
を
つ
く
る
創
政
会

公明党公明党

渡
辺
小
百
合

渡
辺
小
百
合

小
さ
な
声
を
大
切
に
！

　
笑
顔
輝
く
街
づ
く
り
を

みらいのあやべみらいのあやべ

中
島
祐
子

中
島
祐
子

河
北
ひ
さ
子

河
北
ひ
さ
子

明
る
い
希
望
の
持
て
る

　
　
　
　
未
来
の
綾
部
を

Ｑ　

あ
や
べ
・
日

東
精
工
ア
リ
ー

ナ
正
面
玄
関
口

の
カ
ラ
ー
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
に

キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
乗
り
入
れ
や

イ
ベ
ン
ト
等
で

飲
食
ブ
ー
ス
の
設
置
が
で
き
な
い
理
由
は
。

Ａ　

カ
ラ
ー
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
部
分
は
、
駐
車
場
や

敷
地
内
道
路
を
利
用
す
る
車
両
と
施
設
の
利
用

者
の
接
触
を
防
ぐ
た
め
、
安
全
地
帯
と
し
て
設

置
し
た
も
の
。
ま
た
、
破
損
や
タ
イ
ヤ
痕
な
ど

の
汚
損
防
止
の
た
め
、
現
在
、
車
両
の
乗
り
入

れ
禁
止
を
し
て
い
る
。

Ｑ　

年
に
一
度
、
水
無
月
ま
つ
り
で
会
場
に
な
る

場
所
と
予
想
さ
れ
て
い
る
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
跡

地
の
新
公
園
に
望
む
こ
と
は
、
雨
の
日
に
開
催

で
き
る
屋
根
の
設
置
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
乗
り

入
れ
や
搬
入
車
両
が
入
れ
る
構
造
へ
の
変
更
や

複
数
の
電
源
の
設
置
を
希
望
し
た
い
が
予
定

は
。

Ａ　

旧
市
民
セ
ン
タ
ー
跡
地
の
新
都
市
公
園
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
跡
地
活

用
検
討
委
員
会
の
提
言
を
尊
重
し
な
が
ら
、
現

在
、
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
。
設
計
中
と
い

う
こ
と
で
、
ま
だ
整
備
内
容
が
確
定
し
て
い
な

い
が
、
屋
根
に
つ
い
て
は
、
眺
望
の
確
保
な
ど

の
点
か
ら
設
置
す
る
こ
と
は
現
在
考
え
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
も
想
定
し
て

設
計
を
進
め
て
お
り
、
電
源
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
一
定
可
能
と
な
る

方
向
で
整
備
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

民政会　　藤　岡　康　治 屋外イベント整備で綾部の活性を
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新年明けましておめでとうございます。
市民の皆様におかれましては、佳き初春をお迎えになられたことと存じます。
昨年は、コロナとともに生活することに少しずつ慣れ始めた年でもありました。市民の皆様には、感

染拡大防止やワクチン接種等にご協力いただきありがとうございます。
市議会では、市民の皆様のお声を大切に、議論を深めつつその取組を進めてまいります。
広報広聴委員会は、その様子が皆様に伝わり、親しみを持っていただける議会だよりとなるよう努めてまいります。
結びに、本年が皆様にとりまして素晴らしい年となりますようご祈念申し上げます。

編集／広報広聴委員会
◎松本幸子　〇中島祐子　後藤光　渡辺小百合　塚㟢泰史　酒井裕史　片岡英晃　高橋輝　（◎委員長　○副委員長）

編 集 後 記


